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1. 本誌 は､物性 の研究 を共 同 で促 進 す るため､研 究 者 が その研究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した一情報 を速 や か

に交換 しあ うこ とを目白勺と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡掲

載 内容 は､研究 論 文､研究 会･･国際会･譲 を どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研究 に関連 した諸 問題 につ い ての意 見､ プ レプ リ ン ト案 内､ ニ ュー

ス を どてさす｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いては､原則 と して審 査 を行 をい ませ

ん｡但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す ること を著 しく不適 当 と認 めた ち

の につ いては､改言丁を求 め､ または掲 載 を拒 絶 す るこ とが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論文 を他 の学術 雑 誌 に引用す る と きは､著 者 の承諾 を

得 た上 で Private corTlmunication 扱 い に して下 さいO

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑言志のペー ジ数 を節糸勺す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さ い ｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さ い ｡

3. 数式 ､記号 の書 き方 は i'rogress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 "｢｢"､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ック "～ "､ ギ リシャ文字 "ギ"､

花 文字 ､大 文字 ､′小文字 等 を赤 で才旨志 して下 さいo 又特 に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

ル)､ uとV､ †(ダガー)と+ (プ ラス)､¢と卓とFと¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数 式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数 式等･は必ず■改行 の際

の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きるもの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 夕いこ赤 で手旨走 して下 さ い ｡ 図 の轟宿尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13×19cd) 以 内 に入 らない もの､ その まま印

刷 で きをい図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いた だ きます｡

国 中 の文字 はぎ舌字 にいた しませ ん｡図 の説明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別 刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上10部単 位 で お申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求下 さい) に従 い､別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ 月以内 に納 め て下 さい｡ (郵停切 手 に よ る受イ寸は いた し

ませ ん｡)

9. 原稿締 切 日は毎 月 5日で､原則 と して次 月発行誌 に掲 載 され ます｡
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編集 後記

学術誌のはしくれとしての本誌においては､もとより量より賞が間潜である

けれども､編集委員としては､毎号その停草が気になる｡良貨の原稿が沢山集ま

った月は楽しいが､乏しくていかにも滞っペちな時は､同じ購読料を取っておき

ながら申し訳ない気持ちになる｡それでも､本紙の牌紙数がさしたる落込みもな

く､比較的安定し､ また､時に読者から好意的な反応をいただいたりするのは本

当に有難いことだと思う｡本誌の性格上､他の商業誌のように､毎号コンスタン

トな分量と内容を維持することは大変難しい｡ また､そのような意図的な操作を､

本誌はあまりしていない｡研究会報告などは､年度の一時期に集中するし､集中

講義等の記録にしても､決して一様に分布しない｡読者から良い記事が寄せられ

ることが､編集部にとって一番の救いであるが､手をこまねいてそれを待ってい

るだけでは怠慢のそしりは免れないだろう｡従来も決して何もしなかったわけで

はないけれども､編集部としては一層の努力が必要だろう｡幸い､編集委員長の

K.Ⅰ.氏は､流行の蔭にかくれた新しい芽の発掘にきわめて意欲的である｡令

後 とも皆さんの御支援をお願いする次第である｡.

(Y.K.)
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会員規定

個人会 員

1.会･費 :当会 の会･費 は前納 制 をとって い ます. したがって､ 3月末 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さ い ｡

をお新規 入会 お申込 みの場合･は下記 の会･費以外 に入会金 と し

て､100円 お支■払 い下 さい｡

1年間 の会費

lstvolume (4月号～ 9月号) 4,200円

2ndvolume (10月号 - 3月号) 4,200円

計 8,400円

(1年分 ま とめてお支払 いが困難 の向 きは lvolume 分ずつ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :なるべ く振 替 用紙 を御利用 の上御納 入下 さいO

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金 書留 は御遠慮下 さい)

なお通信欄 に送金 内容 を必 ず■明記 して下 さい｡

雑誌購 読 者以外 の代理 人 が購読料 を送金 され る場 合､必ず会 員本

人 の名前 を明言己して下 さい｡

3. 送本 中止 の場 合 :次 の volumeよ り送本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず■｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費の支払遅 滞 の場 合 :当会･の原則 と しては､正 当 な理 由 な く 2

vols.以上 の会･費 を滞納 された場合･には､送本 を停 止 す るこ とにな

ってい ますので御留 意下 さい｡

5. 一括 送本 を受 け る場 合･:個｢人宛送 本 中 に大学等･で一括 配布 を.受け

る様 にな った場 合 はー必ず､｢個 人宛 送本 中止､一括 配布 希望｣ の通

知 を して下 さいO 逆 の場 合 も同様 です0

6. 送本先変更 の場 合 :住 所 ､勤務先 の変更等 によ り送本先 が変 った

場 合 は､必ず送 本先変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所等機 関会 員

1. 会費 :学校 ･研 究所等 での入会及 び個 人 で あって も公費払 いの と

きは機 関会員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,300円､ lVol.7,800円､

年間15,600円 です｡ この場合 ､入会金 は不用 です｡学校 ､研究所 の

会 費の支払 いは後払 いで も結構 です｡ 入会･申込 み をされ る時 ､支払

い に請求 ､見積 ､納 品書が各何通必要 か をお知 らせ下 さい｡

なお､ 当会 の請求書類 では支払 いがで きをい様 で した ら､貴校 ､

貴 研究機 関の請 求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中止時 期 を明

記 して ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌未着の場合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さいO

物一性石井究刊 才子会･

〒606京都市左京区北 白川追 分町 京都 大学湯 川記念館 内

℡ (075)753-7051 722-3540
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